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議案第１９号  

羽生市営駐車場条例の一部を改正する条例  

羽生市営駐車場条例（平成７年条例第８号）の一部を次のように改

正する。  

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては

「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）

については、次のとおりとする。  

（１） 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するとき

は、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。  

（２） 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。  

（３）  改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。  

改  正  後  改  正  前  

（名称及び位置）  （名称及び位置）  

第２条  駐車場の名称及び位置は、

次のとおりとする。  

第２条  駐車場の名称及び位置は、

次のとおりとする。  

名称  位置  

 

 

羽 生 市 営 第 ２ 駐

車場  

 

 

羽 生 市 中 央 １ 丁

目１６５０番  

羽 生 市 営 第 ３ 駐

車場  

羽 生 市 中 央 １ 丁

目２５６０番２  
 

名称  位置  

羽 生 市 営 第 １ 駐

車場  

羽 生 市 中 央 ２ 丁

目７９番  

羽 生 市 営 第 ２ 駐

車場  

羽 生 市 中 央 １ 丁

目１６５０番  

羽 生 市 営 第 ３ 駐

車場  

羽 生 市 中 央 １ 丁

目２５６０番２  
 

（駐車の範囲）  （駐車の範囲）  

第３条  駐車場に駐車できる自動車

は 、道路 交通法 （昭 和３５ 年法律

第 １０５ 号）に 規定 する自 動車の

う ち普通 自動車 で、 次の 各 号のい

ず れにも 該当す るも のとす る。た

だ し、発 火性、 引火 性又は 爆発性

の 物品を 積載し てい るとき は、 駐

車することができない。  

第３条  駐車場を使用できる自動車

は 、道路 交通法 （昭 和３５ 年法律

第 １０５ 号）に 規定 する自 動車の

う ち普通 自動車 で、 次の 各 号に該

当 するも のとす る。 ただし 、発火

性 、引火 性又は 爆発 性の物 品を積

載 してい るとき は、 使用す ること

ができない。  

（１）～（３）  （略）  （１）～（３）  （略）  

（駐車の拒否）  （駐車の拒否）  

第６条  市長は、次の各号のいずれ

か に該当 すると きは 、駐車 を拒否

第６条  市長は、次の各号のいずれ

か に該当 すると きは 、駐車 を拒否
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することができる。  することができる。  

（ １）  こ の 条 例に 違反し 、又は

係員の指示に従わないとき。  

（ １）  こ の 条 例に 違反し 又は係

員の指示に従わないとき。  

（ ２）  そ の 他 市長 が駐車 を不適

当と認めたとき。  

（ ２）  そ の 他 、市 長 が駐 車を不

適当と認めたとき。  

（禁止行為）  （禁止行為）  

第７条  駐車場を使用する者（以下

「 使用者 」とい う。 ）は、 次に掲

げる行為をしてはならない。  

第７条  駐車場を使用する者（以下

「 使用者 」とい う。 ）は、 次 の各

号 に 掲 げ る 行 為 を し て は な ら な

い。  

（１）・（２）  （略）  （１）・（２）  （略）  

（ ３）  前 ２ 号 に定 めるほ か、駐

車 場 の 管 理 に 支 障 を 及 ぼ す お そ

れのある行為  

（ ３）  前 各 号 に定 めるほ か、駐

車 場 の 管 理 に 支 障 を 及 ぼ す お そ

れのある行為  

（損害賠償）  （損害賠償）  

第８条  使用者は、駐車場の施設及

び 設備を 毀損し 、又 は 滅失 したと

き は、そ の損害 を賠 償しな ければ

ならない。  

第８条  使用者は、駐車場の施設、

設 備 を き 損 し 又 は 滅 失 し た と き

は 、その 損害を 賠償 しなけ ればな

らない。  

２  使用者は、第三者に損害を与え

た ときは 、その 責を 負わな ければ

ならない。  

２  使用者は第三者に損害を与えた

と きには 、その 責を 負わな ければ

ならない。  

３  天災、火災、盗難その他の事由

に よって 使用者 が 被 った一 切の損

害 に対し ては、 市は 、その 責を負

わない。  

３  天災、火災、盗難及びその他の

事 由によ って使 用者 が こう むった

一 切の損 害に対 して は、市 は、そ

の責を負わない。  

別表（第４条関係）  

区分  使用時間  使用料金  

第 ２

駐 車

場  

午 前 １ ０ 時 か

ら 午 後 ７ 時 ま

で  

無料  

第 ３

駐 車

場  

午 前 ５ 時 か ら

午前１時まで  

１ か 月 に つ き  

５，０００円 

備考  

１  市 長 は 、 必要が あ る と 認め

る と き は 、 使 用 時 間 を 変 更 す

ることができる。  

２  第 ３ 駐 車 場を使 用 し よ うと

す る 者 は 、 使 用 す る 月 の 前 月

の 末 日 ま で に 使 用 料 金 を 納 入

別表（第４条関係）  

利用区分  使用時

間  

使用

料金  

納入方

法  

備考  

第 １

駐 車

場  

無料  午前１０

時 か ら

午 後 ７

時まで  

―  ―  １  

市 長

は 必

要 が

あ る

と き

は 、

使 用

時 間

を 変

更 す

る こ

第 ２

駐 車

場  

無料  午前１０

時 か ら

午 後 ７

時まで  

―  ―  

第 ３

駐 車

場  

有料  午 前 ５

時 か ら

午 前 １

時まで  

１ 月

に つ

き  

５，０００

利 用 す

る 月 の

前 月 の

末 日 ま
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するものとする。  

 

 

 

円  で に 納

入 す る

も の と

する。  

と が

で き

る。  

     
 

附 則  

この条例は、令和２年４月１日から施行する。  

令和２年２月２５日提出  

             埼玉県羽生市長 河  田 晃  明    

 


